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新型コロナウイルス感染防止対応について 

 

緊急事態宣言下における活動について、4 月 25 日付けで発出されているブロック通達内容を継続するが 

午前・午後の分散練習については、以下の感染対策を実施することを条件とし一日練習は問題無しとします。 

下記条件は解除通達、もしくは本通達の改訂が発出されるまで遵守事項とします。 

 

 

・昼食時の感染リスク回避 

人と人とが密になり、マスクを着用しない状況が感染リスクを高くします。 

昼食中に感染リスクを出さないように下記 4 項目をグランドにいる全員が遵守する事。 

・食事前の手洗い、手指消毒の実施。 

・人と人との間隔をしっかり取る（２ｍ以上）。 

・向き合わない。 

・食事中の会話をしない。 

・食事が終わり次第、休憩時間はマスクを着用する。 

チーム代表、監督、コーチはグランド内の監視を行い、且つ模範となるよう行動する事。 

 

・移動時のリスク回避 

これまで同様の車両乗車定員の半分以下、マスク着用を厳守し、不必要な会話をしない等の 

密空間でのリスクを抑える。 

 

・連盟ガイドラインの確実な遵守 

令和 2 年 10 月 12 日発出の連盟ガイドラインを各チーム代表並びに監督は熟読しチーム内徹底する事。 

特にチーム活動の参加は任意であり、決して強制しないこと。 

※半日のみの練習参加や終日休み等は各保護者の判断とし、チームとしてはその判断を受け止めた上で 

当該選手に不利益な状況にならないよう徹底すること。 

 

 

緊急事態下の愛知県において継続して選手達が野球を続けられるよう、各チーム・スタッフ・ 

御父兄・選手が一丸となって感染防止対策を行うことが重要です。 

今一度、上記ご理解の上でボーイズリーグ活動を行ってください。 


